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と所得税の確定申告の受付期間は、 2月17

づくと窓口が大変混雑します。申告は早めに

云

"D

●
申
告
が
必
要
な
方

①
平
成
15
年
1
月
1
日
現
在
、
日
野
市

に
住
所
が
あ
り
、

平
成
14
年
中
に
所

得
の
あ

っ
た
方
※
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
税
務
署
に
提
出
さ
れ
る
方
は

除
く

②
日
野
市
外
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
1
5

年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
家
屋
敷

・
事
務
所
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方

（単
身
赴
任
中
の
方
な
ど
）

了
所
得
の
な
か
っ
た
方
も
申
告
を

①
年
末
調
整

・
所
得
の
申
告
で
、
同
居

の
方
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い

方※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
忘
れ
ず
に

②
他
の
市
区
町
村
に
住
ん
で
い
る
方
の

扶
養
親
族
に
な

っ
て
い
る
方
（

一
人

住
ま
い
の
学
生
・

高
齢
者
など
）

③
非
課
税
証
明
書
が
必
要
に
な
る
方

（
都
営
住
宅
の
収
入
報
告

・
シ
ル
バ

ー
パ
ス

の
申
請な
ど
）

●
申
告
の
必
要
の
な
い
方

①
税
務
署

へ
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
方

②
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
た
方

③
年
末
調
整

・
所
得
の
申
告
で
、
同
居

の
方
の
扶
養
親
族
に
な

っ
て
い
る
方

p
・ー．`

 `
ヤ
A

ヽヽ

．．
． 災

申
告
は
市
役
所
市
民
税
課
ヘ

や
領
収
書
など

③
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
国
民

年
金
ま
た
は
生
命
保
険
料
・
損
害
保

険
料
な
ど
を
支
払
っ
た
方
は
、
平
成

14
年
分
の
支
払
額
の
わ
か
る
も
の
、

El
私
は
専
業
主
婦
で
、
市
外
に
単
身

ま
た
は
支
払
証
明
書など

赴
任
し
て
い
る
夫
の
扶
養
に
な
っ
て
い

④
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、
身
体
ま
す
。
申
告
す
る
必
要
は
な
い
と
思
い

障
害
者
手
帳
など

ま
す
が
？

⑤
そ
の
ほ
か
控
除
に
必
要
な
書
類
※
社

ml
ど
な
た
か
に
扶
養
さ
れ
て
い
て

会
保
険
料
な
ど
で
、
給
与
所
得
の
源
も
そ
の
扶
養
者
と
同
居
し
て
い
な
い

係
の
確
認
が
で

泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
分
に

一

つ
い
て
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

一

無
く
て
も
申
告

●
申
告
相
談
・
受
付

市
・
都
民
税
の
申
告
相
談
・
受
付
は
、

一

ン
で
す
が
、
昨

等
に
よ
っ
て
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

慮

っ
て
い
ま
す
。

0
0
3
0
3
0

遠

申
告
を
要
し
な

•

•
•
•
こ

ぃ戸

表

国息
〗

噌
可
噸
釦

市
・
都
民
税
の

暉
位

：

：

ニ

付

羞
警
8

8

9

1

3

で

所

得

が

20
万
円

つ
い
て
は
、
確

受

賢
讐
言

車

堂

め

砂
闊
霊
応
~
[

階
室

会

た

は

あ

り

ま

せ

ん

公

い

ー
議

役

01

生

狭

い

て

は

、

源

泉

疇

[

□
所
会

告

苔
”

市
1

七

が

●
申
告
書
の

配

布

場

所

申

心戸[[

場

い

な

い

こ

と

か

一

外
の

車

申
告
書
は
、
市
役
所1
階
市
民
税
課
蜘
〗
〗
[亭
虹
駐

あ
っ

は

一

・
七
生
支
所
・

豊
田
駅
連
絡
所
に
あ
り

17
曜

困

暉

堂

一

り
ま

ま
す。必
要
な
方
に
は
郵
送
し
ま
す
の
・

〗
胃
1
9
8
こ
こ
＿

わ
せ

で
、
市
民
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
市

“
鱈

2

土
除

2

七

<

※

一

※
 

●
申
告
書
が
届
か
な
い
方
へ

．

西疇広如

昨
年
、
市
・
都
民
税
の
申
告
書
を

提

七

生

支

所

・

豊

田

駅

連

絡

所

で

も

完

ン

で

出
し
た
方
と
昨
年
中
に
転
入
さ
れ
た
方
全
に
記
入
済
の
市
・
都
民
税
申
告
書
は

給

与

な
ど
に
は
、

1
月
2
7
日
に
申
告
書
を

発

お

預

か

り

し

ま

す

（

土

曜

・

日

曜

日

を

る

場

送
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
届
い
て
い
な
い
除
く
）
が
、
内
容
に
つ
い
て
の
ご
相
談

二
表

方

は

、

市

民

税

課

へ

ご

連

絡

く

だ

さ

は

、

市

民

税

課

に

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

住

民

い
。

さ
い
。

」
欄

●

申

告

に

必

要

な

も

の

●

申

告

は

郵

送

で

も

受

け

付

け

ま

す

ず

に

①
申
告
書
と

印

鑑

申

告

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

―

②
給
与
・
年
金
所
得
の
方
は
、
平
成
14

要
書
類
を
同
封
の
う
え
、
〒
1
9
1
|
8
6

一

退
職

年
分
の
源
泉
徴
収
票
か
給
与
明
細
8
6
日
野
市
役
所
市
民
税
課
へ

。

一

申
告

書。

そ
の
他
の
所
得
の
方
は
、
帳
簿
▽
問
合
せ
先
11
市
民
税
課

一

か
？

-9
巾
告
は

H
野
税

9
-

―

[

[

●
申
告
が
必
要
な
方

③
同
族
会
社
の
役
員
な
ど
で
、
会
社
か

①
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
・
譲
渡
所
ら
給
与
の
ほ
か
に
貸
付
金
の
利
子
、

得
な
ど
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控
除
店
舗
・
工
場
な
ど
の
賃
貸
料
の
支
払

の

合

計

額

を

超

え

る

方

い

を

受

け

て

い

る

方

②
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
給
与
の
収
●
申
告
書
の
配
布
場
所

入
金
額
が
2
千
万
円
を
超
え
る
方
、
申
告
書
は
、
日
野
税
務
署
に
あ
り
ま

給
与
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

す

。
市
役
所
1
階
市
民
税
課
・
七
生
支

円
を
超
え
る
方
及
び

2
カ
所
以
上
か
所
・
豊
田
駅
連
絡
所
に
も
、

一
部
の
申

ら

給

与

を

得

て

い

る

方

告

書
に
限
っ
て
置
い
て
あ
り
ま
す
の

． 

層！轟，鱒麟響畠

，
 

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
の
提
出
は
日
野
税
務
署
へ

▼
申
告
書
は
郵
送
で

申
告
書
は
郵
送
で
提
出
で
き
ま
す
。

申
告
書
の
控
に
税
務
署
の
収
受
印
が

必
要
な
方
は
、
提
出
用
申
告
書
の
ほ

か
、
申
告
書
控
と
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

切
手
を
張
っ
た
返
信
用
の
封
筒
を
同
封

確定申告書Aの第二表 〇住民税に関する事項

し
、
〒
1
9
1
|
8
5
2
0
日
野
税
務
署
へ
。

了
市
役
所
市
民
税
課
で
も
預
か
り
ま
す

申
告
期
間
中
は
、
完
全
に
記
入
済
の

申
告
書
に
限
り
お
預
か
り
し
ま
す
（
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
。
ご
質
問
・
ご
相

談
は
、
税
務
署
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先1
1
日
野
税
務
署
(
〖
5
8
5
.

5
6
6
1
)
 

給与所得以外

の住民税の徴
収方法の選択

ロ給与から差引き
（特別徴収）

ロ自分で納付
（普通徴収）

配当に関する

住民税の特例
円

非居住者の
特例

確定申告書Bの第二表 〇住民税・事業税に関する事項

給与所得以外の
住民税の徴収方法の選択

ロ給与から差引き
（特別徴収）

ロ自分で納付
（普通徴収）

＊「給与から差引き （特別徴収）」の口襴にチェ ックをした場合…給与所

得以外の所得に対する市・都民税を給与所得に対する市・都民税と合算し

て給与から差し引きます

＊「自分で納付 （普通徴収）」の口襴にチェ ックをした場合・・＇・給与所得以

外の所得に対する市・都民税を給与から差し引かないで自分で納付するこ

とになります

市
・
都
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
の

ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す

職
で
も
、
昨
年
収
入
が
あ
っ
た
場
合
に

は
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
特
に
、
年
の
途
中
で
退
職
し
た
場
合

に
は
、

年
末
調
整
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

は
、
市
・
都
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す

回

私
は
確
定
申
告
を
す
る
予
定
で
す

が
、
市
・
都
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す

か
？

囚

確

定

申
告
を
し
た
方
は
、
そ
の
日

に
市
・
都
民
税
の
申
告
を
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
市
・
都
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
市
・
都
民
税
の
生
命
保
険
料
・
損
害

保
険
料
・
配
偶
者
・
配
偶
者
特
別
・
扶

養
•

寄
附
金
・

基
礎
等
の
各
控
除
金
額

は
所
得
税
の
控
除
金
額
と
は
違
い
ま
す
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平
成
14
年
中
の
所
得
の
確
定
申
告

や
市
・
都
民
税
申
告
の
際
、
介
設
保

険
に
関
し
、
税
金
の
所
得
控
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

マ
介
護
保
険
料
は
社
会
保
険
料
と
し

て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

平
成
14
年
中
に
納
め
た
金
額
を
、

次
の
方
法
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
の
方
は

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

②
普
通
徴
収
の
方
は
納
付
書
の
領
収

印
、
口
座
振
替
の
方
は
振
替
名
義
人

の
通
帳
ま
た
は
介
護
保
険
料
決
定
通

2＊
↓
匿

h’

■市
民
行
動
計
画
プ
ロ
シ
ェ
ク
ト

「
公
園
探
検
隊
」
の
活
動
発
表
と
講

演
会

討検てしつこ椰砂な潔清▲
 

公
園
探
検
隊
は
、
市
内
の
公
園
・

地
区
広
場
・
児
童
遊
園
の
あ
り
方
、

特
徴
あ
る
公
園
づ
く
り
に
つ
い
て
市

民
と
職
員
が
協
働
で
考
え
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
す
。
今
回
は
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
報
告
と
武
蔵
野
市
で

実
際
に
市
民
に
よ
る
公
園
づ
く
り
と

公
園
管
理
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方

を
招
き
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時

1
1
3
月
8
日

g
午
後
1
時
30

分
ー
4
時

▽
会
場

11
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

11
梅
田
彰
氏
（
生
き
も
の
ば

ん
ざ
い
ク
ラ
ブ
前
代
表
）

▽
定
員

1140
人

▽
問
合
せ
先

11
緑
と
清
流
課
公
園
係

●

（
仮
称
）
南
平
駅
西
交
流
セ
ン
タ

ー
に
関
す
る
意
見
交
換
会

市
で
は
、
「
日
野
い
い
プ
ラ
ン

2

誌
知
書

マ
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
負
担
額

は
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す

在
宅
で
訪
問
看
護
な
ど
医
療
系
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
の
う
ち
一
定

の
条
件
を
満
た
す
場
合
と
、
介
護
老

人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
サ
ー
ビ
ス

0
1
0
」
に
基
づ
き
、
だ
れ
も
が
集

え
る
地
域
交
流
の
場
作
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
現
在
建
股
中
の
都
営
日
野

平
山
四
丁
目
ア
パ
ー
ト
内
に
、
平
成

15
年
度
（
仮
称
）
南
平
駅
西
交
流
セ

ン
タ
ー
を
開
設
す
る
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
管
理
、
自
主
運

営
の
方
法
、
事
業
の
進
め
方
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

す。
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
2
月
25
日
因
午
後
2
時

S

4
時

▽
会
場
11
都
営
日
野
平
山
四
丁
目
ア

パ
ー
ト
集
会
所

▽
申
込
み
先

11
生
涯
学
習
課

●
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
（
高
齢
者
集
合
住

宅
）
空
き
家
入
居
者
募
集

今
回
は
、
住
宅
の
困
窮
度
で
入
居

者
を
選
定
す
る
ポ
イ
ン
ト
方
式
で

す。▽
募
集
住
宅

11
シ
ル
バ

ー
ビ
ア
や
な

か
1
階
（
日
野

3
0
1
2
の
1
)
…

単
身
用

1
戸
／
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
や
ま

と
2
階
（
栄
町

3
の
3
の
28)
…
単

身
用
2
戸

▽
申
込
資
格

1
1
2
月
2
1
日
細
現
在
65

歳
以
上
で
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
あ

て
は
ま
る
方
①
市
内
に

3
年
以
上
居

住
②
自
立
し
て
日
常
生
活
を
営
め
る

介
護
保
険
料
等
は

税
金
の
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

を
利
用
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
申
告
の
際
は
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
の
領
収
証
が
必
要
で
す
。

マ
お
む
つ
代
は
医
療
費
控
除
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

平
成
14
年
分
の
申
告
か
ら
「
介
護

保
険
主
治
医
意
見
書
」
を
活
用
し
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
方
に
、
申
請

に
よ
り
「
主
治
医
意
見
書
記
載
事
項

証
明
書
」
を
市
が
発
行
し
ま
す
。

た
だ
し
、
初
め
て
お
む
つ
代
を
医

療
費
控
除
と
し
て
申
告
す
る
方
は
、

医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
を
申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ
先

11
高
齢
福
祉
課
介
設
保

険
係

③
立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ
て
い
る
、

ま
た
は
著
し
く
劣
悪
な
状
態
の
住
宅

（
持
ち
家
を
除
く
）
に
住
ん
で
い
て

住
宅
に
困
っ
て
い
る
※
詳
細
は
募
集

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
使
用
料

11
所
得
等
に
応
じ
て

1
万

3
千
円
S
6
万
8
千
円

▽
入
居
予
定
日

1
1
4
月
上
旬

7
申
込
み

1
1
2
月
2
1
日
絢
ま
で
に
印

鑑
を
持
参
し
、
必
ず
本
人
が
市
役
所

2
階
高
齢
幅
祉
課
福
祉
係
へ

■介
助
員
・
巡
回
指
導
員
・
外
国
人

児
童
生
徒
講
師
登
録
者

▼
介
助
員

▽
内
容
11
心
身
障
害
学
級
で
の
児
童

•
生
徒
の
介
助
と
学
級
運
営
の
手
助

ナ≫
 

▽
勤
務
時
間

1
1
1
日
6
.
5
時
間
以

内了
巡
回
指
導
員

▽
内
容
11
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る

配
慮
を
要
す
る
児
童
の
介
助

▽
勤
務
時
間

1
1
1
日
4
.
5
時
間
以

内て
外
国
人
児
童
•
生
徒
講
師

▽
内
容
11
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る

外
国
人
児
童
•
生
徒
の
家
庭
と
学
校

と
の
連
絡
や
、
日
本
で
生
活
習
慣
を

理
解
す
る
た
め
の
通
訳

>
勤
務
時
間

1
1
週
2
日

(
1
日
2
時

間）

▽返▽ ▽な日▽ ■43王▽ ▽●日野市勤労者セミナー（①・②は、手話通訳あり。希望者は連絡を）
応却勤勤り※勤図・子申定
募及務務ま勤務書 0 労込員
資び内場す務期館 2 政み II

格整容所 日間嘱 7 事先各
II 理 II II 時 II 託 8 務 II 回
55等図市 は 4...._,,所市先
歳の 書内 図月 臨 ＾産着
未補 の図 書 S時云業 80
満助貸 書 館来職 0 振人
の し 館 に年員 4 興
健出よ 3 2 課
康し り月 6 / 
で・ 異末 ・八

労働法改正の動向と就業規則

勤労． I（改正労働基準法男女雇用機会均等法など）

青年会館就業規則作成・点検・整備のポイント

（労働時間・休暇・セクハラ防止・退職など）

社会保障制度改正の動向と

八 王 子 1社会保険・労働保険の実務(1)

労政会館社会保障制度改正の動向と

社会保険・労働保険の実務(2)

山本圭子氏

（法政大学講師）

13: 30~ 
16: 30 

④
 

14日画

川端重夫氏

（社会保険労務士）

※各会場には駐車場がありません

▽
対
象
11
日
本
語
の
読
み
書
き
が
で

き
、
中
国
語
・
韓
国
語
・
ス
ペ
イ
ン

語

・
タ
ガ
ロ
グ
語
等
の
読
み
書
き
も

で
き
る
方
※
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
応
募
方
法

11

2
月
2
1
日
画
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

添
付
）
を
市
役
所
5
階
日
野
市
教
育

委
員
会
指
導
室
へ
持
参

■日
野
市
勤
労
者
セ
ミ
ナ
ー
「
労
働

法
改
正
と
就
業
規
則
、
社
会
保
障
制

度」
私
た
ち
を
取
り
巻
く
最
近
の
労
働

問
題
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▽
日
時
・
会
場
・
内
容
・
講
師

11
左

表
の
と
お
り

図
書
館
に
関
心
の
あ
る
方

▽
募
集
人
数

11
若
干
人

▽
応
募
方
法
1
1
2
月
19
日
困
ま
で
に

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
中
央
図
書

館
（
豊
田
2
の
49
6
5
8
1
.
7
3
5
4
)

へ
持
参

■学
童
ク
ラ
ブ
臨
時
職
員
及
び
登
録

者▽
勤
務
内
容

11
学
童
ク
ラ
ブ
児
童
の

育
成
・
指
導

▽
勤
務
場
所
11
市
内
学
童
ク
ラ
ブ

▽
応
募
資
格

11
お
お
む
ね

45
歳
ま
で

で
、
教
員
免
許
ま
た
は
保
育
士
資
格

所
持
者

▽
応
募
方
法

11
履
歴
書
と
教
員
免
許

等
の
写
し
を
、
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
日

野
市
役
所
児
童
福
祉
課
児
童
係
へ
持

参
か
郵
送

■高
年
齢
者
就
業
相
談

5
仕
事
を
お

探
し
の

55
歳
以
上
の
方

▽
日
時

1
1
2
月
25
日
因
午
後
1
時
30

分

S
4時

▽
会
場
11
高
幡
図
書
館

▽
問
合
せ
先

11
八
王
子
高
年
齢
者
就

業
相
談
所

(6
0
4
2
6
.
4
8
.
o

4
8
0
)
 

■市
議
会
が

3
日
に
開
会

平
成
15
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会

は、

3
月
3
日
⑲
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。
傍
聴
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
開
会
に
先
立
ち
、
午
前
10

時
か
ら
市
議
会
本
会
議
場
で
「
か
わ

せ
み
ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
プ
チ
・
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先

11
議
会
事
務
局

■介
護
保
険
事
業
計
画
作
成
委
員
会

を
開
催

平
成
15
年
度
か
ら
始
ま
る
第
2
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
内
容
等
を
審

議
す
る
介
護
保
険
事
業
計
画
作
成
委

員
会
を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望

さ
れ
る
方
は
申
し
込
み
を
。

▽
日
時

1
1
2
月
19
日
困
午
後
2
時
S

4
時

▽
会
場

11
市
役
所
6
階
全
員
協
議
会

室▽
申
込
み
先

11
高
齢
福
祉
課
介
護
保

険
係

▽
問
合
せ
先

11
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
f
t
5
8
1
.
0
4
4
4
)
 

6日休）

7日画

12日困

13日困

18日的

19日困

20日休

24日侑）

25日図

26日困

②多摩平第1公園

④高幡不動駅北第4駐輪場入口
⑥ リサイクル事務所

⑧さかい公園

⑩ハケ下公園

⑫鳥と緑の国際センター
⑭日野台公園

⑯黒川地域広場

⑱沢田公園

⑳まつばやし地区広場

r

9
歳
に

7
な
り
ま
し
だ

堀
川
彩
花
ち
ゃ
ん（
ほ
り
か
わ
•
あ

や
か
。
平
成
14
年
2
月
1
日
午
後

11
時

32
分
生
ま
れ
。父
・
重
幸
さ

ん
、
母
・
真
由
美
さ
ん
。
三
沢
在
住
）

好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
よ
く
食

べ
る
元
気
な
彩
花
ち
ゃ
ん
。
大
人

の
分
ま
で
手
を
伸
ば
し
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
も
び
っ
く
り
。

テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
音
楽
に
合

胃

定
枝
の
拠
点
収
集
（

3
月）

剪
定
枝
・
葉
の
み
を
左
表
の
拠
点

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
剪
定

枝
は
、
可
燃
ご
み
収
集
日
に

2
束
ま

で
試
験
的
に
戸
別
収
集
し
て
い
ま

す
。
一
束
の
長
さ
50
令
以
内
・

一
束

の
直
径
30
令
以
内
・
一
本
の
枝
の
太

さ
は

5
巧
以
内
で
す
。
事
業
所
で
出

た
も
の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

な
お
、
各
拠
点
収
集
会
場
の
番
号

は
、
「
ご
み
・
資
源
分
別
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
会
場
一
覧
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

午
後
1
時
30分
1
3時
30分

；
 

わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
踊
る
の
が
大
好

き
で
す
。
将
来
の
夢
は
大
ス
タ
ー

か
な
？

■カ
ー
エ
ア
コ
ン
フ
ロ
ン
回
収
に
は

「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
が
必
要
で
す

オ
ゾ
ン
層
保
護
と
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
「
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
」

が
平
成
14
年
10
月
1
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン
付
自
動
車
を
廃

棄
す
る
場
合
は
「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

孟
問
合
せ
先

11
自
動
車
フ
ロ
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
(
〖0
3
.
5
5
3
2
.

1
4
6
1
)
／
市
環
境
保
全
課

■教
育
委
員
会
第
4
回
臨
時
会

平
成
14
年
度
日
野
市
教
育
委
員
会

第
4
回
臨
時
会
が

1
月
23
日
に
開
か

れ
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し

こ。t
 

▽
協
議
事
項

11
市
政
（
学
校
図
書
館
）

協
力
員
の
実
施
に
つ
い
て

▽
報
告
事
項

11
日
野
市
学
校
給
食
調

理
業
務
等
民
問
委
託
事
業
及
び
臨
時

職
員
併
用
方
式
事
業
事
業
評
価
報
告

書▽
問
合
せ
先

11
教
育
庶
務
課

.
市
長
の
動
き
（
1
月
後
半
）

▽
16
日
11
日
野
市
消
防
関
係
四
団
体

あ
い
さ
つ

合
同
賀
詞
交
歓
会
（
市
内
）
に
挨
拶

▽
17
日
11
平
山
台
工
業
連
合
賀
詞
交

歓
会
（
八
王
子
市
）
ほ
か
に
挨
拶
▽

18
日
11
日
野
薬
剤
師
会
新
年
祝
賀
会

（
立
川
市
）
ほ
か
に
挨
拶
▽

19
日
11

日
野
市
ラ
ジ
オ
体
操
会
新
年
会
（
市

内
）
に
挨
拶
▽
2
0
日

11
日
野
市
社
会

福
祉
協
議
会
「
ひ
な
た
ぽ
っ
こ
」
懇

親
会
（
市
内
）
に
挨
拶
、
東
京
都
市

「
危
な
い
か
ら
ダ
メ
」
を
教
え
た
い

◎

ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ー
ド
を
触
り
た

が
っ
て
困
り
ま
す
。

R
子
ど
も
に
「
ダ
メ
」
を
教
え
る

の
は
難
し
い
で
す
ね
。
「
ダ
メ
」
と
言

い
な
が
ら
顔
が
笑
っ
て
い
た
ら
逆
効

果
。
子
ど
も
は
言
葉
を
理
解
す
る
カ

が
育
っ
て
い
な
い
分
、
表
情
や
雰
囲

気
で
感
じ
取
る
力
を
持
っ
て
い
ま

す。
「ダ
メ
」
を
教
え
た
い
時
は
、
怖
い

顔
を
し
て
「
絶
対
に
ダ
メ
」
と
い
う

態
度
で
接
し
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
が

び
っ
く
り
し
て
行
動
を
や
め
た
ら

「
ア
ッ
チ
ッ
チ
ー
よ
」
「
触
っ
た
ら
ダ

メ
ね
」
な
ど
理
由
も
話
し
て
や
り
な

が
ら
抱
っ
こ
で
も
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
ど
う
し
て
も
や
り
た
が
っ
て
大

泣
き
す
る
よ
う
な
ら
、
抱
え
て
そ
の

場
を
離
れ
、
落
ち
着
か
せ
て
か
ら
ゆ

っ
く
り
話
し
て
あ
げ
る
と
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
や
け
ど
し
な
い
程
度

に
触
ら
せ
て
「
や
め
よ
う
ね
」
と
教

え
る
の
も
―
つ
の
方
法
で
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ
先

11
東
部
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
6
.
1
3
1
2
)

長
会
政
策
調
査
特
別
部
会
（
自
治
会

e

館
）
に
出
席
▽
2
1
ー

22
日
11
東
京
市

町
村
総
合
事
務
組
合
行
政
視
察
（
大

津
市
・
京
都
市
）
▽

23
日
11
日
野
市

遺
族
会
新
年
会
（
中
央
福
祉
セ
ン
タ

ー
）
に
挨
拶
▽
24
日
11
市
長
相
談
日
、

日
野
市
果
実
組
合
賀
詞
交
歓
会
（
市

内
）
ほ
か
に
挨
拶
▽

25
日
11
日
野
市

社
会
福
祉
法
人
立
保
育
園
連
合
会
保

育
ま
つ
り
（
市
民
会
館
）
、
日
野
市
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
新
年

会
（
市
内
）
、
日
野
市
歯
科
医
会
賀
詞

交
歓
会
（
八
王
子
市
）
に
挨
拶
▽
27

日
11
東
京
都
市
長
会
議
（
自
治
会
館
）

に
出
席
▽

28
日
11
南
多
摩
斎
場
組
合

議
会
（
同
斎
場
）
に
出
席
▽

29
日
11

日
野
市
赤
十
字
奉
仕
団
新
年
会
（
市

内
）
に
挨
拶
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

環
境
政
策
提
言

・
実
践
研
究
会
（
港

区
）
に
出
席
、
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト

ー
ク
（
高
幡
台
団
地
自
治
会
）
▽

30

日
11
平
成

15
年
第
1
回
市
議
会
臨
時

会
に
出
席
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耳鼻咽喉科は水曜日が休診です

耳昂咽喉科の診療日が一部変更になりましたのでお

知らせします。またお知らせが遅れ、こ迷惑をおかけ

しましたことをおわびします。

C>診療日時＝月曜・木曜日午前9時から（受付は午前

8時30分～ll時30分） ／火曜・金曜日午後 2時から

（受付は午後0時30分～4時）

※各科の診療日は変更になることがありますので、診

療をお受けになる際はあらかじめ問い合わせてから来

院してください

C>問合せ先＝市立病院（ft58l-2677) 

「
さ
わ
や
か
健
康
体
操
」
は
、
「
日

野
い
い
プ
ラ
ン

2
0
1
0
S
だ
れ
も

が
健
や
か
で
い
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
事
業

第 3闊募集

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
。

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
元
気
に
、

そ
し
て
「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
」
を
目
指

し
、
「
体
操
」
「
運
動
」
を
出
発
点
と

し
た
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
第
1
期
234
人、

第
2
期
348
人
と
応
募
者
が
増
え
、
楽

し
い
健
康
の
輪
が
ま
す
ま
す
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ご
夫
婦
、
お
友
達
同

士
、
も
ち
ろ
ん
お

一
人
で
も
、
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▽
日
程
・
会
場
11
右
表
の
と
お
り

※
週
1
回
で
全

15
回。

1
会
場
の
み

の
継
続
受
講
で
す
。
途
中
で
他
会
場

へ
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん

▽
内
容
11
足
腰
運
動
な
ど
家
庭
で
の

運
動
習
慣
定
着
を
目
指
し
た
軽
く
楽

し
い
体
操

▽
対
象
11
全
日
程
参
加
で
き
る
6
0
歳

以
上
の
市
民
の
方

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
定
員
11
各
会
場
20
人
程
度

▽
申
込
み
1
1
2
月
21
日
画
（
必
着
）

ま
で
に
下
記
の
記
載
例
を
参
考
に
往

復
ハ
ガ
キ

(1
人
1
通
）
で

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
時

間
、
曜
日
、
会
場
の
変
更
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

「申し込みハガキの書き方」

名

さあ60歳以上の皆さん
始めてみませんか

南平体育館

多摩平ゆりの木
集会所
（多摩平4-7)

日

ご
自
分
の
住
所

D
 

ロD
 

口

氏

ロロ

ロ
さわやか健康体操

参加希望

•第 1 希望の会場、

曜日、時間

•第 2 希望の会場 、

曜日、時間

住所、氏名 （ふ りが

な）、性別、年齢、生
年月日、 電話番号

日

日
野
本
町
ー
の

6
の
2

卿

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内

噂

日
野
市
健
康
課

口

さ
わ
や
か
健
康
体
操
係

回
I

山

返信表面 往信裏面 往信表面

4月 2日・ 9日・16日・23日・30日
5月 7日・21日・28日
6月 4日・11日・18日・25日
7月 2日・ 9日・16日

4月 3日・10日・17日・24日
5月 1日・ 8日・22日・29日
6月 5日・12日・19日・26日
7月 3日・lO日・17日

4月 7日・14日・28日
5月 7日閲12日・19日・26日
6月 2日・ 9日・16日・23日・30日
7月 7日・14日・22日⑳

4月 3日・10日・24日
5月 1日・ 9日画・22日・29日
6月 5日・12日・19日・26日
7月 3日・10日・17日・24日

4月 7日・14日・21日・28日
5月 12日・19日・26日
6月 2日・ 9日・16日・23日・30日
7月 7日・14日・28日

4月 4日・11日・18日・25日
5月 2日・ 9日・23日・30日
6月 6日・13日・20日・27日
7月 4日・11日・18日

4月 8日・15日・22日
5月 13日・20日・27日
6月 3日・10日・17日・24日
7月 1日・ 8日・15日・22日・29日

4月 9日・16日・23日・30日
5月 7日・21日・28日
6月 4日・11日・18日・25日
7月 2日・ 9日・16日・23日

4月 11日・18日・25日
5月 2日・ 9日・23日・30日
6月 6日・13日・20日・27日
7月 4日 11日・18日・25日

※生活・保健センターと南平体育館以外は駐車場の使用はできません

トム・スポーツ
クラブ
（旭が丘
3 -l -25) 

生活 ・保健
センター

毎週
水曜日

毎週

木曜日

毎週

月曜日

毎週

木曜日

毎週
月曜日

毎週

金曜日

毎週

火曜日

毎週

水曜日

毎週

金曜日

10:40~ 11 :40 

9 :30~10:30 

11 :00~12:00 

9 :30~10:30 

11 :00~ 12:00 

9 :30~10:30 

11 :00~12:00 

10:00~ 11 :oo 

11 :15~12:15 

11 :oo~ 12:00 

13:00~14:QQ 

9 :30~10:30 

11 : 00~ 12: 00 

9 :30~10:30 

11 :00~12:00 

9 :30~10:30 

11 :00~12:QQ 

1 2月後期 1本日診療医 1

診療時間 9: 00------12 : 00 13 : 00------17 : 00 

゜日野医院（胸・内・消科） 石川クリニック（内・児科）
日野本町4-3-l n581-0309 高幡6-3ft593-81 13 

一眉
至'’’’
立

目
川 打ー、訃亡亜こ］廊可炉

こ ）［

ナー
小松医院（内・児胃・放科） 田中内科クリニック（内科）

多摩平4-9-l ft581-0474 三沢3-53-9鈴蘭ピル
云593-7576

1幡こて〖［言，科鴎

i 

祉
至
ハ
王
子

休日準夜診療所
（内科・小児科）

日野本町l-7-2ff584-l 661 
土曜日 曜日、祝日

7 9:30-22:30（受け付けは22:20まで）

至立川駅

1 救 急診療／必す保険証をこ持参ください

休日歯科
応急診療所
高幡101l（福祉支援センター内）
云回594-2111 日曜日、祝日
g:00~12:00、13:00~17:QQ

（受け付けは16:00まで）

モノレール高幡不動駅 fl至新井橋

1 救急テレホンサービス 1 

¥24時閻医原機関案内

0日野消防署 ． 匹 581-0119
0東京消防庁災害救急情報センター

ff 521-2323 
0東京都保健医療情報センター

ひまわり ff 03-5272-0303 
外国人専用 合 03-5285-8181

(9 : 00-20 : 00) 

゜

■ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

▽
日
時
1
1
3
月
5
日
困
午
前
10
時
S

正
午

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
栄
養
士
の
話
と
実
習

・
試

食
（
豚
ヒ
レ
肉
の
ゴ
マ
つ
け
焼
き
げ
）

▽
対
象
11
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性

脂
肪
が
高
め
の
方
、
肥
満
が
気
に
な

る
方
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
考
え

て
い
る
方
や
そ
の
家
族

▽
定
員
11
先
着
2
4
人
※
以
前
受
講
さ

れ
た
方
は
ご
遠
慮
を

▽
持
ち
物
11

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き

ん
、
お
手
ふ
き
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用

具▽
申
込み
先
1
1健
康
課
(〖
5
8
1
.
4

1
1
1
}
 

■成
人
歯
科
予
防
教
室

▽
日
時
1
1
3
月
2
5
日
因
午
後
1
時
20

分
ー

3
時
※
予
約
制
。
検
診
時
間
は

40
分
程
度
。
時
間
は
個
別
通
知

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
る

誡

■日
野
市
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

の
苦
情
・
相
談
日

▽
日
時
1
1
3
月
6
日
困
・

14
日
絢
．

20
日
g
.
2
8
日
画
午
前
9
時
S
正
午

※
事
前
に
連
絡
を

▽
会
場
11
市
役
所
2
階
福
祉
オ
ン
ブ

ズ
パ
ー
ソ
ン
室

▽
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課
福
祉
オ

ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
担
当

こ
と
を
目
標
に
、

歯
科
医
師
に
よ
る

検
診
・
指
導
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

口
の
中
の
手
入
れ
など

▽
対
象
1
1
4
0
歳
以
上
の
市
民
で
総
義

歯
で
な
い
方

▽
定
員
1
1
4
0
人

▽
申
込
み
1
1
2
月
28
日
画
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信

用
裏
面
に
、
検
診
日
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、
電
話
を

記
入
し
、
〒

191ー

0
0
1
1
日
野
本

町
1
の
6
の
2
生
活

・
保
健
セ
ン
タ

ー
内
日
野
市
役
所
健
康
課
歯
科
予
防

教
室
係

(
6
5
8
1
.
4
1
1
1
)

へ

救急病院2月後期宿日直予定表

1 - ---， I 

i 
至
八
壬
子

至
八
王
子
駅

花輪病院
ff582-006 

内

外

科

科
一外

科

<1:・・昼 ））…夜
（注） 診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホンセンター（日野消防詈ffSBl-0119)へ問い合わせを

1 s I 20 I 21 I 22 11，，ヽ，、パ 24 25 26 27 28 
（水） （木） （金） （土） 麟蕊羞❖，： い （月） （火） （水） （木） （金）

内小内 n』 [ .§心
内小 竺 ，＜ ｀

1 小内小内小

児 ぬ
児、-児児児

科科科科 心□；資＂： 科科科科科

脳外 ◇』 ふ
神

ペ• こ洛 外外整整脳
経 醤醤 令：； 形形神

外 器器 ：こ：淡I、 外外
経
外

科科科科 ‘}ジ'¥: 科科科科科

婦人 科

科
一
眼

一産

斗系

外

科

内

外

科

外

科

内

科

内

科

内

外

科

外

科

内

外

科

外

科

内

科

内

科
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閾
度
に
つ
い
て

――――――――― 

―― 

説
明
会

§/y¢ふ，

‘
"
入
ぶ
芍

翫~

；
支
援
費
制
度
施
行
に

明
会
を
次
の
よ
う
に
行

今
回
は
、
事
業
者
と
支

ii用

者
と
に
分
け
て
行
い
ま
す
。
事
業
者

ほ
、
現
在
、
登
録
ヘ
ル
パ
IJ
・
全
身

4月力"5
籍まgます

¢次匪代につなぐ覇エネルギーのまち Uヽooa≫

■申
請
の
受
け
付
け
は
？

下
の
表
の
サ
ー
ビ
ス
が
支
援
費
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
以
外
の
サ

ー
ビ
ス
は
従
来
ど
お
り
の
方
法
で
利
用

で
き
ま
す
。

下
図
の
よ
う
に

①
利
用
者
は
市
に
支
援
費
の
支
給
を

申
請
し
ま
す
。

②
市
で
は
、
利
用
者
の
希
望
、
障
害

状
況
な
ど
を
も
と
に
サ
ー
ビ
ス
の
支
給

内
容
を
決
定
し
、
利
用
者
に
受
給
者
証

を
交
付
し
ま
す
。

③
交
付
を
受
け
た
利
用
者
は
、
東
京

都
が
指
定
す
る
事
業
者
の
中
か
ら
選
択

し
て
契
約
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受

け
ま
す
。

④
指
定
事
業
者
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス

に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、
利
用
者
は
利

用
者
負
担
額
を
、
市
区
町
村
は
支
援
費

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

利
用
者
の
申
請
は
随
時
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。

1

:;
-

i

の
サ
d
ビ
ス
を
提
供

如

'、t

y
s
 

、
{

合
わ
せ
く
だ
↑
＞

入

~.,J~r~ 

。
ど
〗
戸
臼
汀
[
[
誌
[

。
ヵa

つ
汀
汀
這
バ
□
〗
闘

な
組
み
合
わ
せ
で
利
用
し
た
ら
よ
い
か

情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

〇
ぅ
汀
鱈
月
。
の
よ

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
た
基

a準
を
超
え
な
い
範
囲
で
利
用
者

本
人
ま
た
は
、
扶
養
義
務
者
の
負
担
能

力
に
応
じ
て
市
長
が
決
定
し
ま
す
。

a打昇囀
t
[只
0
ど
こ
で

市
の
障
害
福
祉
課
で
サ
ー
ビ

aス
の
種
類
ご
と
に
支
給
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

負
担
額
決
定
の
た
め
、
本
人
お
よ
び
扶

養
義
務
者
の
収
入
や
課
税
状
況
が
分
か

る
書
類
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

aがパ
い
彗
戸[
O的
に
何

施
設
支
援
の
場
合
は
、
①
支

a援
の
種
類
②
支
給
期
間
③
障
害

程
度
区
分
④
利
用
者
負
担
額
が
決
ま
り

ま
す
。
居
宅
支
援
の
場
合
は
、
①
支
援

の
種
類
②
支
給
量
③
支
給
期
間
④
利
用

者
負
担
額
が
決
ま
り
ま
す
。

■サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
？

■対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
？

支援費制度のしくみ

■ク
リ
ー
ン
で
環
境
負
荷
の
小
さ
い
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
向
け
て

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
太
陽
光
や
風

力
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
ご
み

を
利
用
し
た
廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
が

あ
り
ま
す
。

市
が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
あ
た

り
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

①
エ
コ
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
バ
イ
オ
マ
ス

の
有
効
活
用
な
ど）

③
ク
リ
ー
ン
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

④
ソ
ー
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
太
陽
光

利
用
）

な
ど
、
技
術
的
に
高
度
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

月2
 

ー年昨
昨
年
12
月
19
日
、
東
京
農
工
大
学
の

宮
田
清
蔵
学
長
と
市
長
が
共
同
研
究
に

つ
い
て
会
談
を
行
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
昨
年
2
月
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
循
環
型
社
会

形
成
の
方
針
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の
な

か
で
、
専
門
的
な
研
究
支
援
の
必
要
性

を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
束
京
農
工
大
学

と
の
協
働
は
こ
の
方
針
に
沿
う
も
の
と

し
て
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
大
学
側
は
、
日
野
市
民
は
環

4
月
か
ら
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
身
体
・
知
的
障
害
）
は
行
政

が
決
定
す
る
現
在
の
「
措
置
制
度
」
か
ら
、
障
害
を
持
つ
方
が
契
約

に
基
つ
き
サ
—
ビ
ス
を
利
用
す
る
「
支
援
費
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。

今
回
の
制
度
改
正
の
目
的
は
、
身
近
な
地
域
で
自
分
に
合
っ
た
サ

ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
利
用
で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
利
用
者
に
選

ば
れ
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
の
質
の
向
上
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

（
障
害
福
祉
課
）

■支
援
費
制
度
と
は
？

障
害
を
持
つ
方
自
ら
が
サ
ー
ビ

ス
を

選
択
し
、
事
業
者
と
対
等
な
立
場
で
契

約
を
結
び
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
制

度
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
か

か
る

一
定
部
分
を
市
が
「
支
援
費
」
と

し
て
支
払
い
ま
す
。

fa o1<V o
もわかっき 場
のれ支 °--, -受 -行

メ5 -1 

でた援 と市政
支

すと費 給 がに
°きの 者 で 対 服

不 危嬰
施に支
設‘給 まて

芭 きし審 っし芭
たに

支市決 とす異査 ら不
援 か定 は°議法 い 服
のらが 何 申し- いが

悶各悶 ； i巴予念

童んの質問に
、-.^  _ ̂ ^ ＾ 

ご）

ト
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

循
環
型
社
会
に
一

日
野
市
と
東
京
農
工
大
学
が
連
携
し
て
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
と
循
環
型
社
会
構
築
の
た
め
の
共
同
研

究
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
大
学
が
技
術
的
な
研
究
を

行
い
、
日
野
市
が
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

'}
祖

す
。
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
と
今
後
の
取
り
組
み
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
環
境
保
全
課
）

■大
学
の
研
究
が
文
部
科
学
省
21
世
紀

C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
選
ば
れ
る

東
京
農
工
大
学
で
は
、
「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
物
質
代
謝
と
生
存
科
学
の
構
築
」

と
い
う
大
最
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量

廃
棄
に
よ
る
地
球
温
暖
化
や
資
源
の
枯

渇
な
ど
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
は
、

21
世
紀
C
O
E
プ
ロ

グ
ラ
ム
由
に
選
ば
れ
、
平
成
18
年
度
を

め
ど
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
文
部
科
学
省

21
世
紀

C
O
E
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
・
・

C
O
E
と
は
セ

ン
タ
ー
・

オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
、
最
高
水
準
の

ロ
い
昇
〗
に
及
給
決
定
」

申
請
さ
れ
た
障
害
者
の
聞
き

a取
り
に
よ
り
、
障
害
の
程
度
だ

け
で
な
く
介
護
を
行
う
方
の
状
況
や
そ

の
他
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
な
ど
、
必

要
な
事
項
を
勘
案
し
て
決
定
し
ま
す
。

は
、
「
施
設
受
給
者
証
」
、
居
宅
支
援
の

場
合
は
、
「
居
宅
受
給
者
証
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
「
受
給
者
証
」
に
は
、
有
効
期

限
、
受
給
者
番
号
、
支
援
の
種
別
、
支

給
期
間
、
支
給
量
、
利
用
者
負
担
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
と
き
指
定
事
業
者
へ
提
示
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
契
約
」
と
は
具
体
的
に
ど
の

aよ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で
す

、
。

ふ
“

利
用
者
と
、
利
用
者
が
選
択

aし
た
指
定
事
業
者
の
間
に
は
、

サ
ー
ピ
ス
の
利
用
に
か
か
る
契
約
関
係

が
生
ま
れ
ま
す
。
事
業
者
は
利
用
者
か

ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
い
う
申

し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
履
行

に
関
す
る
事
項
や
内
容
に
つ
い
て
説
明

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内

容
を
確
認
し
、
双
方
合
意
の
う
え
、
害

面
で
契
約
を
行
い
ま
す
。

0
い

汀

口

？

ど

の

よ

う

な

事
業
者
が
利
用
者
に
代
わ
っ

aて
支
援
費
を
受
領
し
、
受
領
内

容
を
利
用
者
に
通
知
す
る
仕
組
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者
が
一
時
的

に
費
用
の
全
額
を
負
担
す
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。

●支援費制度の対象となるサービス

鈷 身体I

居宅
サービス

ホームヘルプサービス

デイサービス

ショートステイ

ホームヘルプサービス

デイサーピス

ショートステイ

グループホーム(※ l)

声り

ホームヘルプサーピス

デイサーピス

ショートステイ

更生施設
授産施設(※ 2)

通勤寮

国立コロニー

(※ l)東京都では、グループホームのことを「生活寮」と呼んでいます
(※ 2)授産施設のうち、小規模通所授産施設（常時の利用者が20人未満）は対象になりません

施 設
サーピス

更生施設

療護施設

授産施設(※2)

＼

）
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境
問
題
に
関
心
が
高
く
、
積
極
的
に
行

政
と
関
わ
り
、
市
内
の
工
業
生
産
も
高

＜
総
合
的
な
循
環
型
社
会
形
成
へ
の
基

盤
が
あ
る
等
の
理
由
か
ら
、
日
野
市
で

共
同
研
究
と
社
会
実
践
を
進
め
た
い
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

地
球
市
民
と
誇
れ
る
地
域
循
環
型
未

来
社
会
の
実
現
に
向
け
、
日
本
だ
け
でつ

く

な
く
世
界
の
モ
デ
ル
を
日
野
市
か
ら
創

ろ
う
と
い
う
両
者
の
意
見
が
こ
の
会
談

で

一
致
し
ま
し
た
。

●調査のながれ
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市
長
と
東
京
農
工
大
学
長
が

共
同
研
究
に
つ
い
て
会
談

「次
世
代
に
つ
な
ぐ
新

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ま
ち
i
ひ
の
」
を
基
本
理
念
と
し
て

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
尊
入
の
推
進
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
日
野
市
の
方
針
と
東
京
農

....＿．．．． ．．． ．．． ．．．．…• •大 学············· · ·· ········-...

！ 多摩川流域COE専門家会議 i 
！ 束京農工大学で構成する会議。 i 
i 広域的な地域システムのあり ； 

i 方や各種要素技術の評価な i 
； どを検討指導

..........................＼／..........…協ど置

［ 吹 啜＄’' 亨茫望恋ぶ、t i 
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i 地域総合計両策定作業部会 運営機構検討作業部会 l 
l ＜検討内容〉 ＜検討内容〉 l 
： ・地域概況の分析 •新エネルギー等の導入事例 ； 

i ・地域別調査 調査
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日野市市民会議

市民、事業者、研究機関、

行政から構成する会議。

日野市の意見・要望など

を集約

■東
京
農
工
大
学
と
の
連
携
ま
で

一
4
 

研
究
拠
点
と
い
う
意
味
で
す
。
教
育
・

研
究
水
準
の
向
上
を
図
り
、
世
界
を
リ

ー
ド
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、

文
部
科
学
省
か
ら
重
点
的
に
研
究
資
金

の
配
分
が
行
わ
れ
ま
す
。
実
績
、
将
来

性
等
の
審
査
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
5
0

大
学

(163
大
学
中
）
、

103
件
(464
件
中
）
の

研
究
が
採
択
。
採
択
さ
れ
た
研
究
に
は

5
年
間
、
財
政
的
支
援
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

工
大
学
の
行
う
研
究
に
「
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
と
い
う
共
通
の
テ
ー
マ
が
あ
り
ま

し
た
。ま

た
、
市
の
地
域
に
根
ざ
し
た
環
境

へ
の
取
り
組
み
と
、
大
学
側
の
教
育
、

研
究
に
次
い
で
社
会
貢
献
が
重
要
な
役

割
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
連
携
が
実

現
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

産

・
学

・
官
・
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
、

新
し
い
地
域
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

■今
後
の
予
定

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
向
け
て
、
平

成
20
年
を
め
ど
に
7
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
計
画
し
、
そ
の
実
施
時
期
を
3
期

に
分
け
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
い
ま

す
c今

年
度
は
市
民
、
事
業
者
、
学
識
経

験
者
、
行
政
が
参
加
し
て

「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委

貝
会
」
を
組
織
し
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
展
開
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
最
終
的
に
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
と
転

換
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
資
源
の
有
効

活
用
及
び
「
地
球
温
暖
化
」
の
大
き
な

原
因
と
な
っ
て

い
る
二
酸
化
炭
素

(
C

O
2)
の
排
出
低
減
を
図
り
ま
す
。

■連
携
で
循
環
型
社
会
を
実
現

平
成
14
年

・
1
5
年
度
で
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
禅
入
を
持
続
的
、
安
定
的
な
事
業
と

す
る
よ
う
地
域
の
特
性
を
調
査
・
分
析

し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
際
、

C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一

環
で
設
置
さ
れ
、
広
域
的
な
地
域
シ
ス

テ
ム
の
あ
り
方
を
検
討
を
し
て
い
る

「
多
摩
川
流
域
C
O
E
専
門
家
会
議
」

か
ら
提
言
を
受
け
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

大
学
で
は
、

よ
り
実
践
的
な
実
証
デ

ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
研
究
の
充

実
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

日野
中央公園

市民
会館前

〶日野神明
郵便局

実践女子短大前

神明1-14-8(45区画）

ド
神明三

ふるさと
博物館

至
日
野
駅

神明3-21-1(46区画）

日
郵

｀
~
・
・
＼

上田1
(62区画）

I ぃ9ぶ泊;,;;,

●
向
川
原
市
民
農
園

●
七
ツ
塚
西
市
民
農
園
回

駅
区

暉
⑱

5

至

夕

6
-二

2
 モ卜

4
 

2
 

＿
ス

5
ボ

u
 

／

町

ン

巴新
g

野日

市
民
の
方
を
対
象
に

年
2
千
400
円
で

農園使用者募集畔の-
ペ

百てませんか

市では、皆さんに季節の新鮮な野菜等

を作っていただこうと農園を開設してい

ます。

4月からの市民農園 5カ所、高齢者農

園2カ所の使用者を募集します。皆さん

で土いじリを楽しんでみませんか。

..,.......... 

至
八
王
子
駅

西平山3-30-1
(20区画）

石田403
(13区画）

高
齢
者
農
園
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。
健
康
増
進
や
余
暇
活
動
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

（

高

齢
福
祉
課
）

▽
使
用
期
間
1
1
4
月
1
日
的

5
平
成
1
6

年
3
月
20
日
的

▽
農
菌
・
区
画
数
11
左
図
の
と
お
り

※
1
世
帯
で

1
区
画
（
約
12
平
方
認
）
。

車
で
の
来
園
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

●
西
平
山
農
園

市
内
在
住
の
方
を
対
象
に
市
民
農
園

の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。
野
菜
づ
く

り
を
通
し
て
自
然
に
親
し
ん
で
み
ま
せ

ん

か

。

（

産

業

振

興

課

）

▽
使
用
期
間
1
1
4
月
1
日

g
i平
成
1
7

年
1
月
3
1
日
⑲

▽
農
園
・
区
画
数
11
左
図
の
と
お
り

※
1
世
帯
1
区
画
（
約
20
平
方
認
）

▽
対
象
11
市
内
在
住
で
共
同
の
除
草
作

業
（
年
数
回
）
に
参
加
で
き
る
方
※
他

の
市
民
農
園
の
使
用
者
を
除
く

▽
使
用
料
11
年
2
千
400
円

▽
申
込
み
1
1
2
月
21
日
画
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ

(
1
世
帯
1
通
）
で
。

往
信
用
裏
面
に
農
固
名

(
1
カ
所
の

●
神
明
第
2
市
民
農
園

●
神
明
第
1
市
民
農
園

60
歳
以
上
の
方
に

4
"

無
料
で
貸
し
出
し

゜
ことしは市制施行 40周年

▽

対

象

ふ

虜

市

内

店

0

老
人
グ
ラ
プ

ィの
農
園
の
使
用

i
i

ぞ
¥

ぷ
の
重
複
申
し
込
定

除
く
。
市
民

は
不
可

〗
〗
；
＇

4｀
-
？
ジ

▽
申
込
み

1
1
2
月
21
日
細
（
必
着
）
ま

｀
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

(
1
世
帯
1
通
）
で
。
[

往
信
用
裏
面
に
〗「
嵩
齢
者
農
園
申
込
」
、

農
園
名

(
1
カ
所
の
み
）
、
在
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
》、
嘩
齢
、
電
話
番
号
を
い

返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
〒
1
9
1
ー
3
6
8
6
日
野
市
役
所
高

齢
福
祉
課
ヘ

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は

3
月
中
に
全
員
に
通
知

●
石
田
農
園

み
）
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電

話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
、

〒
1
9
1
|
8
6
8
6
日
野

市
役
所
産
業
振
興
課
課
ヘ

※
七
ツ
塚
西
市
民
農
園
は
コ
ン
ポ
ス
ト

の
モ
ニ
タ
ー
も
募
集
し
ま
す
。
希
望
者

は
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
記
入
を

●
上
田
市
民
農
園
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第1057号平成15年2月15日

＊
相
続
・
遺
言
書
に
関
す
る
電
話
無
料

相
談2

月
1
7
日
⑲
・

18
日
因
午
前
9
時
S

午
後
6
時
／
相
談
電
話
番
号
0
4
2
6

.
4
8
.
8
1
8
0
（
小
原
）

＊
メ
イ
ク
で
楽
し
く
変
身
し
て
み
ま
せ

ん
か2

月
1
7
日
⑲
・

20
日
困
・
2
7
日
困
、

3

月
3

日
⑲
•
6

日
困
午
後
1

時
S
3

時
／
会
員
宅
（
西
平
山
5
丁
目
）

／
持

ち
物
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
山

田

(
f
t
5
8
4
.
9
7
0
1
)

＊
老
人
ホ
ー
ム
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
説
明
会

2
月
2
2
日
田
午
前
11
時
か
ら
／
老
人

ホ
ー
ム
・
マ
ザ
ア
ス
日
野
／
継
続
的
に

活
動
で
き
る
方
※
初
心
者
歓
迎
／
今
沢

(
f
t
5
8
2
.
1
6
6
1
)
 

＊

「
日
野
市
民
文
学
会
」
同
人
誌
2
1
号

原
稿
募
集

創
作
、
随
筆
、
伝
記
、
童
話
、
詩
、

短
詩
型
文
学
な
ど
／
4
月
末
日
締
め
切

り、

6
月
上
旬
発
行
／
園
部

(t583.

9
7
1
0
)
 

＊
東
京
光
の
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

①
視
覚
障
害
者
（
高
齢
者
）
の
入
浴

介
助
…
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
の

午
前
10
時
30
分
S
正
午
（
男
女
）
、
午
後

1
時
8
3
時
（
男
性
）
②
視
覚
障
害
者

（
高
齢
者
）
の
散
歩
…
毎
週
月
曜
＼
金

曜
日
午
前
10
時
S
正
午
（
男
女
）
③
市

内
病
院
移
送
…
随
時
※
車
が
運
転
で
き

る
方
④
訓
練
補
助
…
火
曜
日
午
前
、
午

後
⑤
縫
い
物
（
利
用
者
の
服
の
補
修
等
）

原稿締め切り日
3月 15日号…•• 2月26日（水）
4月 1 日号…•• 3月12日（水）

原稿は郵送かご持参で受け付け／政治・宗教・営利に関するも

のは掲戟不可／問い合わせは各文末の代表者へ。市は関与し

ていません／特に記載のないものは原則無料／掲載後に苦情

があったものは、今後の掲載を見合わせていただきます

…
都
合
の
良
い
時
間
／
東
京
光
の
家
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
委
員
会
(
〖5
8
1
.
2

3
4
0
)
 

＊
理
学
療
法
士
募
集

平
日
午
前
9
時
S
午
後
5
時
30
分
／

在
宅
で
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
お
手
伝
い
で
き
る
有
資
格
者
／
若
干

人
／
社
団
法
人
日
野
市
医
師
会
高
幡
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
幡
野
〖5
9
1
.

1
5
8
0
)
 

＊
パ
ー
ト
保
育
士
募
集

月
曜
ー
金
曜
日
の
午
前
7
時
45
分
i

11
時
45
分
、
午
後
2
時
S

6
時
、
午
後

3
時
S

7
時
、
午
後
3
時
30
分
S

7
時

30
分
／
5
5
歳
く
ら
い
ま
で
※
資
格
不

問
。
詳
細
は
面
接
で
／
日
野
第
二
保
育

園

(
t
5
8
1
.
3
7
8
8
月
曜
＼
金
曜
日

午
前
9
時
S
午
後
4
時）

＊
ひ
の
史
跡
・
歴
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作

成
協
力
者
募
集
S
N
P
O
サ
イ
バ
ー
日

野
でひ

の
史
跡
・
歴
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作

成
の
た
め
の
デ
ー
タ
入
力
を
し
て
い
た

だ
け
る
1
6
歳
以
上
の
方
。
日
野
の
歴
史

等
に
興
味
が
あ
り
、
パ
ソ

コ
ン
を
お
持

ち
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
作

り
に
興
味
の
あ
る
方
／
N
P
O
サ
イ
バ

ー
日
野
事
務
局
(
〖5
8
4
.
0
7
3
0
)

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
岩
崎
輝
寿
「
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
1
日
体

験
」
…
3
月
20
日
困
午
前
10
時
ー
正
午

▼
ヘ
ル
シ
ー
朝
鮮
料
理
：
2
月
25
日

因、

3
月
18
日
因
午
前
10
時
S
正
午
▼

太
極
拳
入
門
…
2
月
2
1
日
S

3
月
28
日

の
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
ー
11
時
（
全

5
回
）
▼
男
の
料
理
教
室
マ
乗
鞍
・
上

高
地
岳
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
・
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
▼
父
島
ハ
イ
キ
ン
グ
・
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
※
費
用
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

／
同
セ
ン
タ
ー

(〖
5
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
知
的
障
害
者
の
実
録
映
画
「
ぴ
ぐ
れ

っ
と
」
上
映
会

3
月
1
日
田
午
後
2
時
15
分
か
ら
／

ア
ミ
ュ
ー
た
ち
か
わ
／

一
般
1
千
100

円
、
小
中
高
生
800
円
（
当
日
は
一
般
1

千
500
円
、
小
中
高
生
1
千
円
）

／
み
ん

な
の
広
場
福
祉
連
絡
協
議
会
(
6
5
2
1
.

2
9
1
7
)
 

*

”
ロ
ッ
キ
ー
田
中
“
と
き
め
き
の
富

士
映
像
ラ
イ
ブ
＆
ト
ト
ロ
サ
ー
ク
ル
ジ

ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

3
月
2
日
同
午
後
2
時
30
分
ー
4
時

30
分
／
七
生
公
会
堂
／
富
士
山
の
カ
メ

ラ
マ
ン
に
よ
る
映
像
ラ
イ
ブ
と
七
生
福

祉
園
ト
ト
ロ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
／

一
般
3
千
円
※
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
1
千
500
円

／
朝
比
奈
（
〖
・
臨5
8
4
.
1
9
4
0
)

へ
申
込

＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
リ
バ
テ
ィ
」
チ

ャ
リ
テ
ィ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

3
月
2
日
⑩
午
後
6
時
30
分
8
8
時

40
分
／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
1
千

円
／
阪
田
(
〖
5
8
3
.
9
9
8
8
)

＊
新
選
組
講
演
会
「
芹
澤
鴨
と
平
問
重

助」
2
月
23
日
⑲
午
後
1
時
30
分
S

4
時

／
新
井
地
区
セ
ン
タ
ー
／
あ
さ
く
ら
ゆ

う
氏
（
幕
末
史
家
）

／
日
野
新
選
組
同

好
会
事
務
局
(
〖
5
9
2
.
2
2
5
6
)
へ

申
込

＊
新
選
組
講
演
会
「
現
在
、
新
選
組
か

ら
学
ぶ
こ
と
」

3
月
2
日
同
午
後
2
時
S

4
時
／
市

民
会
館
小
ホ
ー
ル
／

「
新
選
組
の
組
織

運
用
術
」
…
伊
藤
隆
氏
（
諒
創
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
）
、
「
土
方
歳
三
に
み

る
リ
ー
ダ
ー
像
」
…
古
谷
洋
太
氏
（
元

日
野
市
教
育
委
員
長
）

／
日
野
市
商
工

会

(
t
5
8
1
.
3
6
6
6
)゚

＊
不
登
校
児
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
と

め
て

S
不
登
校
児
へ
の
寄
り
添
い
方

2
月
1
6
日
⑱
午
後
2
時
30
分
S

5
時

／
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
講
師
・
半
田

真
澄
氏
（
認
定
学
校
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）

/
20
人
程
度
／
500
円
（
資
料
代
）

／
子

ど
も
人
権
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
（
綾
部
〖

•1857) 2
 ，
 

5
 

＊
う
き
う
き
手
芸
教
室

2
月
18
日
図
午
前
10
時
ー
正
午
／
女

性
セ
ン
タ
ー
／
ち
り
め
ん
で
作
る
ネ
コ

の
お
ひ
な
さ
ま
／
2
千
円
（
材
料
費
げ
）

／
あ
い
あ
む
2

号
店
(
〖
5
8
6
.
8
4
3

4
)

へ
申
込

＊
ギ
タ
ー
無
料
講
習
会

2
月
2
1
日
か
ら
の
毎
週
金
曜
日
午
後

7
時
ー
9
時
（
全
10
回
）
※
初
日
に
説

明
会
げ
／
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
／
初
心

者
／
木
村
（
6
5
8
3
.
3
5
4
1
)
へ
申
込

＊
菊
作
り
無
料
講
習
会

2
月
23
日
⑲
午
後
1
時
30
分
S

4
時

／
金
子
橋
地
区
セ
ン
タ
ー
／
日
野
市
菊

友
会
（
志
村
〖5
8
1
.
5
3
3
6
)

＊
簡
単
に
で
き
る
「
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ

編
集
」
講
座

3
月
2
日
⑩
午
後
1
時
30
分
ー
5
時

／
中
央
公
民
館
／
15
人
／
2
月
28
日
画

ま
で
に
日
野
市
映
像
連
盟
（
浅
尾
〖58
4
.

9
7
1
3
)

へ

＊
日
野
市
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
社
交

ダ
ン
ス
初
心
者
無
料
講
習
会

3
月
7
日
S

5
月
1
6
日
の
毎
週
金
曜

日
午
後
7
時
8
8
時
45
分
（
全
10
回）

／
五
小
／
3
月
3
日
⑲
（
必
着
）
ま
で

に
ハ
ガ
キ
か

F
A
X
で
。
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒

1
9
1
|
0
0
1
6
神
明
1
の
1
6
の

5
阪
田
文
子
（
6
．園
5
8
3
.
9
9
8
8
)
へ

＊
ア
フ
ガ
ン
編
み
の
ポ
ー
チ
や
ポ
シ
ェ

ッ
ト
に
ト
ラ
イ
！

3
月
9
日
⑲
午
後
1
時
S

4
時
／
杉

野
服
飾
大
学
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
／
手
芸

何
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
同
時
開
催
／
960

円
（
材
料
費
）

／
2
月
25
日
的
ま
で
に

同
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
(
〖
5
9
9
.
3
0

5
5
)

へ

＊
み
ら
い
塾
市
民
講
師
3
人
に
よ
る

「
は
な
お
さ
ん
の
会
」
作
品
展
示
・
実

演
と
体
験

2
月
1
9
日
困
・2
5日
因
•
2
6
日
困
、

3
月
11
日
因
・
1
2
日
困
・
1
9
日
困
・
2
7

日
困
／
い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら
／
豊

田
駅
北
交
流
セ
ン
タ
ー
／
色
粘
土
の
お

ひ
な
様
、
籐
の
花
器
、
カ
ワ
セ
ミ
•
新

選
組
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
レ
リ
ー
フ
／
体

験
希
望
の
場
合
は
材
料
費
実
費

(
1
千

円
程
度
）
※
申
し
込
み
を／
表
(
〖
5
8
3

.
1
9
8
7
)
 

＊
茜
会
作
陶
展

2
月
25
日
因
S

3
月
2
日
⑲
午
前
10

時
i
午
後
6
時
※

3
月
2
日
は
午
後
5

時
ま
で
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／

岩
石
(
〖
5
8
3
.
6
7
2
0
)

＊
神
田
鶴
野
写
真
展
「
年
を
忘
れ
た
私

の
夢
を
追
う
」

2
月
2
7
日
困
S

3
月
2
日
⑲
午
前
9

時
30
分
ー
午
後
5
時
※
2
月
2
7
日
は
午

後
1
時
か
ら
、

3
月
2
日
は
午
後
3
時

30
分
ま
で
／
市
民
会
館
展
示
室
／
神
田

(
f
f
5
8
6
.
1
2
0
1
)
 

＊
渓
風
会
書
展

3
月
2
7
日
困
s
3
0
日
⑲
午
前
10
時
ー

午
後
4
時
※
3
0
日
は
午
後
3
時
3
0
分
ま

で
／
高
幡
山
金
剛
寺
宝
輪
閣
地
下
展
示

場
／
15
周
年
記
念
書
展
。
幼
児

i
大
人

約
100
点
／
丸
山

(
f
f
5
8
1
.
0
0
8
6
)

゜
＊
日
野
市
内
新
選
組
徒
歩
め
ぐ
り

3
月
2
日
⑲
午
前
9
時
S
午
後
2
時

／
高
幡
不
動
尊
＼
石
田
寺
8
土
方
資
料

館
8
日
野
館
＼
井
上
源
三
郎
生
家
前
S

八
坂
神
社
ー
宝
泉
寺
／
40
人
／
大
人
1

千
500
円
、
小
学
生
以
下
1
千
200
円
※
交

通
費
別
途
／
日
野
新
選
組
同
好
会
事
務

局

(
6
5
9
2
.
2
2
5
6
)

へ
申
込

＊
地
理
・
地
図
・
旅
を
楽
し
む
会

烹
茶
摘
み
そ
ろ
そ
ろ
牧
ノ
原

5
「
お
茶

の
郷
」
の
春
を
訪
ね
て
…

3
月
2
2
日
田

午
前
7
時
に
東
京
駅
7
番
ホ
ー
ム
集
合

/
2
月
2
2
日
山
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ

キ
で
。
「
3
月
小
さ
な
旅
参
加
希
望
」
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒

1
9
1
1
0
0
3
2
三
沢
4
の
28

の
8

菊
澤
健
生
(
〖
5
9
1
.
3
3
7
8
)

ヘ
※
詳
細
は
2
月
18
日
図
ー
23
日
⑩
高

幡
図
書
館
で
開
催
の
「
今
月
の
地
図
展
」

会
場
で
説
明
▼

2
月
・

3
月
の
講
座
…

2
月
2
1
日
画
・

2
8
H
画
に
高
幡
図
書
館

で
／
3
月
6
日
困
・
1
3
日
困
に
中
央
図

書
館
で

＊
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
敦
室

①
2
月
1
6
日
⑲
に
潤
徳
小
②
2
月
23

日
⑲
に
百
草
台
小
／
い
ず
れ
も
午
後
1

時
30
分
か
ら
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
／
loo
円
（
保
険
料
げ
）

／
体
育
館

履
き
、
飲
料
水
持
参
／
日
野
市
体
育
指

導
委
員
（
元
岡
6
5
9
3
.
2
1
4
3
)

＊
日
野
市
男
子
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

4
月
5
日
国
・
1
2
日
田
※
予
備
日
1
9

日
山
／
多
摩
平
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
／
1
ペ
ア
4
千

円
／
3
月
7
日
画
（
必
着
）
ま
で
に
書

留
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
戦

績
、
ド
ロ

ー
の
連
絡
要
否
・
連
絡
先
（
メ

ー
ル
可
）
を
記
入
し
た
も
の
に
参
加
費

を
添
え
て
、
〒

1
8
6
|
0
0
1
1
国
立
市

谷
保
7
0
6
7
の
2
B
1
0
5
佐
々
木
祐
司

(
〖0
7
0
.
5
0
8
8
.
3
9
7
4
)

へ

＊
女
子
サ
ッ
カ
ー
「
チ
ア
フ
ル
日
野
F

C
」
入
会
説
明
会

．

①
3
月
1
日

a午
前
10
時
と

11
時
②

3
月
2
日
⑲
午
後
2
時
と

3
時
※
3
0
分

程
度
／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
12歳

s
4
0
歳
く
ら
い
の
女
性
※
初
心
者
歓
迎

／
上
田
(
〖
5
8
4
.
1
1
9
3
夜
間
）

m“屈
註
定
)

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

3
月
9
日
同
、
4
月
認
日
⑲
午
前
9

時
＼
午
後
3
時
／
高
幡
不
動
尊
境
内
／

2
千
円
／
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
友
の
会

(
6
5
7
9
.
4
0
0
3
)
 

＊
虹
の
家
ハ
ザ
ー

2
月
23
日
⑲
午
前
11
時
5
午
後
2
時

／
虹
の
家
（
新
町
1
丁
目
）
※
物
品
の

提
供
を
。
取
り
に
伺
い
ま
す
／
虹
の
家

（
〖
．
晒5
8
7
.
2
9
3
7
)

{―

ニ
――

-=
｛
ニ
ー

先
着
順
で
掲
載
し
ま
す
。
2
度
目
以

降
の
掲
載
は
前
回
褐
載
日
の

3
カ
月
後

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

ひ

す

い

＊
俳
句
「
翡
翠
句
会
」

毎
月
第
1
金
曜
日
午
前
10
時
ー
午
後

0
時
30
分
／
高
幡
図
書
館
な
ど
／
月
1
千

円
／
渡
辺

(f
f
5
9
1
.
0
8
0
7
)

＊
人
物
デ
ッ
サ
ン
会

毎
月
第
1
金
曜
日
午
後
6
時
3
0
分
S

9
時
／
中
央
公
民
館
など
／
月
600
円
／
初

心
者
歓
迎
／
サ
ー
ク
ル
な
ず
な
（
根
木

山
〖
5
9
3
.
2
8
8
5
)

＊
油
彩
・
水
彩
画
「
サ
タ
デ
ー
会
」

毎
月
第
2
•

第
4

土
曜
日
午
前
1
0時

S
午
後
0
時
30
分
／
平
山
地
区
セ
ン
タ

ーなど
／
入
会
金
2
千
円
、
月
2
千
500
円

／
初
心
者
歓
迎
。
指
導ぁ
り
／
峰
岸
（
〖

9
2
.
7
0
6
o
)
 

5
 

ほ
お
ず
き

＊
酸
漿
佗
助
句
会

毎
月
第
2
金
曜
日
午
前
10
時
ー
午
後

0
時
3
0
分
／
中
央
図
書
館
など
／
初
心
者

去
る
1
2
月
、
日
野
中
央
公
園
に
冬
鳥

「
ア
ト
リ
」
が
飛
来
し
ま
し
た
（
南
平

在
住
・
河
住
さ
ん
撮
影
）
。
こ
の
鳥
は
ロ

シ
ア
極
東
地
方
な
ど
か
ら
日
本
へ
渡
っ

て
く
る
鳥
で
す
が
、
通
常
高
地
で
見
ら

れ
、
日
野
の
よ
う
な
平
地
で
見
ら
れ
る

の
は
大
変
珍
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

50

羽
ほ
ど
の
群
れ
で
ム
ク
の
木
に
止
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

去
る
1
月
1
3
日
、
平
山
ど
ん
ど
焼
き

保
存
会
に
よ
り
、
滝
合
小
で
小
正
月
の

伝
統
行
事
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

1
千
人
が
見
守
る
中
、
「
ど
ん
ど
」
に

火
が
入
る
と
子
ど
も
た
ち
が
篠
竹
に
刺

し
た
「
繭
玉
と
み
か
ん
」
を
あ
ぶ
り
、

今
年
1
年
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

＊
日
野
中
央
公
園
に
冬
鳥
ア
ト
リ
が
飛

来 ＊
滝
合
小
で
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
開
催

ヰ
-コ

歓
迎
※
費
用
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

O

を
／
土
屋
(
〖
5
9
1
.
3
3
2
5
)

＊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
シ
ー
ガ
ル
ス
2
1
」

月
3
ー
4
回
月
曜
日
と
木
曜
日
の
午

前
／
南
平
体
育
館
な
ど
／
体
育
館
使
用
料

実
費
／
初
心
者
歓
迎
／
横
倉
（
で

592.

4
8
7
7
)
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人
／
各
コ
ー
ス
1
5
人
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
／
900
円
（
プ
ー
ル
利
用
料
3

回
分
）

／
2
月
2
1
日
画
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
希

望
コ
ー
ス
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
、
〒
1
9
1
|
0
0
1
1
日
野

本
町
1
の
6
の

2
日
野
市
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
水
中
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
係
(
6
5
8
2
.
0
0
0
2
月
曜
日
を

除
く
）
へ

▼
日
野
子
ど
も
劇
場
「
カ
モ
メ
に
飛
ぶ

こ
と
を
教
え
た
猫
」

3
月
1
4
日
⑱
午
後
6
時
3
0
分
か
ら
／

大
ホ
ー
ル
／
出
演
・
劇
団
仲
間
／
3
千

300
円
※
当
日
3
千
800
円
／
日
野
子
ど
も

劇
場
(
〖
5
9
1
.
5
1
3
6
)

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
3
月
利
用
分

抽
選
会

2
月
20
日
困
／
①
体
育
館
…
午
後
2

時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…

3
時
③
校
庭
…

4
時
／
市
役
所
5
階
505
会
議
室
／
学
校

体
育
施
設
開
放
利
用
団
体
登
録
証
を
持

参
の
方
対
象
※
中
学
生
以
下
は
不
可
／

■東
部
会
館
温
水
プ
ー
ル
が
臨
時
休
業

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

2
月
18
日
因
S
2
0
日
困
の

3
日
間
、

■ス
ト

レ

ス

解

消

ー

．

水

中

ウ

ォ

ー

キ

ン

東

部

会

館

温

水

プ

ー

ル

は

臨

時

休

業

し

グ

5
生

活

・

保

健

セ

ン

タ

ー

温

水

プ

ー

ま

す

。

な

お

こ

の

間

の

貸

室

は

利

用

で

ル

で

き

ま

す

。
ま
た
、

2
月
17
日
⑲
は
定
例

木
曜
日
コ
ー
ス

1
1
2
月
2
7
日
ー
3
月

■市
民

会

館

の

催

し

の

休

館

日

で

す

。

1
3日
①
の
ん
び
り
コ
ー
ス
…
午
後
6
時
▼
春
の
映
画
鑑
賞
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
2
.
（
同
プ
ー
ル
〖
5
8
3
.
5
2
6
6
)

S
6時
45
分
②
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ー
ス
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
の
秘
密
」

■地
元
産
野
菜
の
即
売
会

…
午
後
7
時
S

7
時
45
分
／
金
曜
日
コ
3
月
1
5
日

g
午
前
1
0
時
か
ら
／
大
ホ
▼
日
野
地
区
即
売
会

ー
ス

1
1
2
月
28
日
S
3
月
1
4
日
①
の
ん
ー
ル
／
500
円

毎

週

火

曜

・

木

曜

・

土

曜

日

午

後

1

び
り
コ
ー
ス
…
午
前
1
0
時
1
5
分
ー
11
時

以

上

、

問

い

合

わ

せ

は

市

民

会

館

時

S
4
時
…
多
摩
平
第
7
公
園
（
多
摩

②
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ー
ス
…
午
前
11
時
(
6
5
8
5
.
2
0
1
1
毎
週
月
曜
日
、
第
平
交
番
西
側
）
、
多
摩
平
中
央
マ
ー
ケ
ッ

1
5
分
ー
正
午
／
全
日
程
参
加
で
き
る
成

2
火

曜

日

は

休

館

）

卜

（

水

道

事

務

所

北

側

）

の

2
カ
所

-
ー
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\
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＝
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=
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\
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＼
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―
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＝
＝
-
=
＝
=
ー
-
—
_
）
-
＿
—
—
-
m
-
-
＝
＝
＝

S
_
)

-

／
各
館
先
着
30
人
／
2
月
1
5
日
田
午
分
解
散
予
定
※
雨
天
中
止
（
小
雨
実

]

前
9
時
か
ら
各
児
童
館
へ
申
込
施
）
。
午
前
終
了
の
部
ぁり
/
1
組

2

-

[

紹ゃ：`

羞
喜
・r
も

'̀9:
`
:；
魯；
泉

■H
i
n
o
ど
う
ぶ
つ
ハ
イ
ク
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
※
小
学
生
グ
ル

一

)■
春
の
児
童
館
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
多
摩
動
物
ー
プ
も
可
／
筆
記
用
具
、
弁
当
、
雨

一

公
園
内
を
回
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
具
持
参
／
3
月
7
日
固
ま
で
に
中
央

[

募
集児

童
館
で
は
、
小
学
校
1
年
生
以
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

公
民
館
(
f
f
5
8
1
.
7
5
8
0
)
ま
た

一
）
 

（
 [

上
の
児
童
を
対
象
に
春
の
ハ
イ
キ
ン
3
月
9
日
⑩
午
前
9
時
3
0
分
に
多
は
、
ひ
の
児
童
館
(
t
5
8
1
.
7
6
7

叩

グ
を
行
い
ま
す
。
春
休
み
に
楽
し
い
摩
動
物
公
園
前
集
合
。
午
後
2
時
3
0
5
)

へ
申
込

ー

鱈

4

5

6

8

5

)

一

思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

笠翠

8

館

67

5
 

[

事
前
に
子
ど
も
向
け
の
説
明
会
を

紐

咋

434

ま

6
8
1
5
7
0
0

児
3

ぃ
6

童

7

（

実
施
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
各

四

四
畔
583

鉦
畔
592

品
591

踪

g
畔
583

碩

581

]

二

氾
童
館
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

ふ麟

あ

児

『

ひ

児

ft

も

児

『

み

ff

し
児
ff

ひ
ff

-

蓑
蒻

[

日

程

・

内

容

等

は

下

表

の

と

お

り

円

円

円

料

円

円

珀
[▼

0

0

0

0

"
 

8

0

5

,
 

゜

、

/
3

漬

4

3

4

0

5

無

2

4

）
 

努
ぷ
裟

(
 

~
森
覧

0
0
0
0
0
0

稔
喜

0

0

0

3

4

3

a

5

出

5

出
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,

日ー

"f
お
9

時
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日
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ノ
疇
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▼
七
生
地
区
直
売
所

毎
週
月
曜

S
土
曜
日
午
前
8
時
40
分

ー
午
後
4
時
…

J
A
東
京
み
な
み
七
生

支
店

▼
万
願
寺
農
産
物
直
売
所

午
前
1
0
時
＼
午
後
1
時
（
日
曜
定
休
）

※
2
月
S
4
月
は
午
後
1
時
で
閉
店

以
上
、
い
ず
れ
の
会
場
も
売
り
切
れ

次
第
終
了
／
J

A
東
京
み
な
み
日
野
支

店
(
〖
5
8
3
.
5
6
7
0
)
、
同
七
生
支
店

(
〖
5
9
1
.
2
0
1
2
)

／
市
産
業
振
興
課

■高
齢
者
市
民
（
う
や
も
た
サ
ロ
ン
）
企

画
「
楽
し
ん
で
書
く
エ
ッ
セ
イ
教
室
」

何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
日
常
生
活

を
エ
ッ
セ
イ
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

2
月
20
日
S
3
月
2
7
日
の
毎
週
木
曜

日
午
前
1
0
時

i
正
午
※

2
月
2
7
日
の
み

午
後
1
時
か
ら
／
中
央
公
民
館
／
原
稿

用
紙
の
使
い
方
、
エ
ッ
セ
イ
の
骨
組

み
げ
※
最
終
日
に
発
表
会
／
小
島
香
氏

（
元
講
談
社
文
芸
局
部
長
）

／
先
着
1
5

人
／
500
円
（
原
稿
用
紙
代
）

／
中
央
公

民
館
(
〖
5
8
1
.
7
5
8
0
)
へ
申
込

■ふ
る
さ
と
博
物
館
連
続
講
座
「
日
野

市
域
の
日
記
を
読
ん
で
み
よ
う
」

日
野
市
域
に
は
「
河
野
清
助
日
記
」

や
「
五
十
子
敬
斎
日
記
」
な
ど
が
あ
り
、

幕
末
か
ら
明
治
以
降
の
日
野
市
域
の
変

遷
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

日学 をすでが 環B. ．9 .

/ 2 ん中゜す混当
午月で心こがじ時
後 22いにの‘りの
2 日き‘講門、日
時田ま 日 座 豆 冗 読記
s ‘ す 野 で す みは
4 3 ゜市はる慣行
時月 の→楽れ 書
/ 1 河

歴 野 し る ・
ふ日 史 さこ変
る(±) 清

さ・ 竺助土ぷ禁
と 15 緒 見り必な
博日 にとま要等▲「河野清助日記」明治3年（河野和正家所蔵）

物
館
／
沼
謙
吉
氏
（
日
野
市
古
文
書
等

歴
史
資
料
整
理
編
集
委
員
）

／
先
着
3
0

人
※
全
日
程
参
加
で
き
る
方
／
2
月
1
5

日
田
午
前
9
時
か
ら
ふ
る
さ
と
博
物
館

(
f
t
5
8
3
.
5
1
0
0
)
へ
申
込

■移
動
公
民
館
講
座
「
実
用
書
道

5
楽

し
い
暮
ら
し
の
書
」

芳
名
帳
、
の
し
袋
の
記
入
な
ど
実
用

書
道
に
親
し
む
講
座
で
す
。

2
月
2
5
日

S
3
月
2
5
日
の
毎
週
火
曜

日
午
後
2
時

S
4
時
／
高
幡
福
祉
セ
ン

タ
ー
※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
／

せ
っ
こ
う

柴
田
雪
香
氏
（
日
野
市
書
道
連
盟
会
長
）

／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
／
先
着

12
人
／
用
紙
代
実
費
／
書
道
用
具
一
式

持
参
／
中
央
公
民
館
(
B
5
8
1
.
7
5
8

0
)

へ
申
込

■子
育
て
交
流
集
会
「
子
育
て
支
援
っ

て
ホ
ン
ト
は
何
？
」

市
で
は
子
育
て
支
援
事
業
を
重
要
な

施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
育
ち
あ
う
街

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
こ
れ
か
ら
の
子
育

て
支
援
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

2
月
2
7
日
困
午
後
7
時
か
ら
／
市
民

と
し
ゆ
き

会
館
小
ホ
ー
ル
／
汐
見
稔
幸
氏
（
東
京

大
学
教
授
）
／
主
催
・
日
野
市
子
育
て
支

援
連
絡
協
議
会
、
日
野
私
立
幼
稚
園
協

会
／
生
涯
学
習
課
、
東
部
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
(
6
5
8
6
.
1
3
1
2
)

■み
ん
な
で
つ
く
る
環
境
講
座
「
大
成

荘
で
林
の
管
理
作
業
と
冬
の
樹
木
観

察」
林
の
観
察
や
間
伐
等
の
管
理
作
業
を

行
い
、
野
草
が
咲
く
林
作
り
を
目
指
し

ま
す
。
作
業
で
得
た
成
果
を
、
市
内
の

雑
木
林
の
管
理
に
生
か
し
て
行
き
ま

す。
2
月
28
日
細
午
前
11
時
に
八
ケ
岳
高

原
大
成
荘
（
山
梨
県
高
根
町
）
に
集
合
。

午
後
4
時
現
地
解
散
。
希
望
者
は
宿
泊

可
／
馬
場
多
久
男
氏
（
森
林
植
物
研
究

家）

／
10人
／
協
カ
・
日
野
の
自
然
を

守
る
会
／
中
央
公
民
館
(
6
5
8
1
.
7
5

8
0
)
へ
申
込

■ひ
の
市
民
大
学
総
合
教
養
学
部
「
本

づ
く
り
（
自
費
出
版
）
の
ポ
イ
ン
ト
」

自
分
史
、
歌
集
、
句
集
な
ど
本
と
い
う

形
で
自
分
を
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

3
月
1
日
国
午
後
2
時
ー
4
時
／
束

部
会
館
／
川
井
信
良
氏
（
自
費
出
版
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
常
任
幹
事
）

／
先
着
30
人

／
生
涯
学
習
課
へ
申
込

■消
費
生
活
講
座
「
健
康
食
品
・
栄
養

補
助
食
品

S
上
手
に
利
用
し
て
健
康
に

な
ろ
う
」

健
康
食
品
・
栄
養
補
助
食
品
の
現
状

や
安
全
性
に
つ
い
て
学
び
、
適
切
な
活

用
法
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

3
月
11
日
因
午
後
1
時
3
0
分
S

3
時

30
分
／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
篠
田

粧
子
氏
（
東
京
都
立
短
期
大
学
教
授
）

／
先
着
40
人
※
2
歳
児
以
上
の
保
育
ぁり

/
3
月
4
日
因
ま
で
に
生
活
課
(
6
5
8
1
.

4
1
1
2
)
へ
申
込

■青
少
年
育
成
講
習
会
「
子
ど
も
の
成

長
の
た
め
に
今
家
庭
・
地
域
で
必
要
な

こ
と
」孤

独
と
不
安
を
か
か
え
る
小
中
高
生

た
ち
が
様
々
な
悩
み
を
「
子
ど
も
110
番」

に
訴
え
て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
ト

ラ
ブ
ル
を
克
服
し
、
健
や
か
に
成
長
し

て
い
く
た
め
に
、
相
談
事
例
や
地
域
活

動
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
な
が
ら
家
庭
・

地
域
で
必
要
な
こ
と
を
考
え
ま
す
。

3
月
1
5
日
田
午
後
2
時
ー
4
時
／
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
に
し
が
は
ち
だ

い
氏
（
民
間
子
ど
も
電
話
相
談
機
関
「
子

ど
も
110
番
」
顧
問
）

／
先
着
50
人
／
生

活
課
(
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)
へ
申
込

■中
高
年
向
け
絵
画
教
室
「
初
心
者
ク

ラ
ス
」

4

月
か
ら
の
侮
月
第
1
•

第
3

木
曜

日
午
後
1
時
か
ら
／
リ
サ
イ
ク
ル
事
務

所
／
水
彩
・
油
彩
・
デ
ッ
サ
ン
／
45
歳

以
上
の
市
民
／
20
人
／
入
会
金

2
千

円
、
月
3
千
300
円
（
別
途
教
材
費
げ
）

/
2
月
2
6
日
困
に
説
明
会
げ
／
2
月
2
1

日
細
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

絵
画
教
室
係
(
6
5
8
1
.
8
1
7
1
)
へ

申
込■パ

ソ
コ
ン
講
習
会

①
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
…
3
月
1
日

山

・
2
日
⑲
②
W
O
R
D
基
礎
…
3
月

8
日

g
.
9日
仰
③
W
O
R
D
応
用
…

3
月
1
5
日
国
・

16
日
⑲
④
E
X
C
E
L

基
礎
…
3
月
22
日

a.23日
⑲
⑤
E
X

C
E
L

応
用
…
3

月

2
9日
山
•
3
0
日
仰

⑥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

E
メ
ー
ル
…
3

月
1
日
ロ
・
2
日
⑩
⑦
デ
ジ
カ
メ
基
礎

…
3
月
8
日
山
．

9
日
卸
⑧
E
X
C
E

L
基
礎
…
3
月
18
日
因
8
2
0
日
困
⑨

w

O
R
D
応
用
…

3
月
18
日
因
・
1
9
日
困

即二栄花立偲久程、,＇‘釦渡輿膚薦推▲
 

普
段
の
な
に
げ
な
い
光
景
を
写
し
た

作
品
か
ら
美
し
い
四
季
折
々
の
ま
ち
の

様
子
、
市
内
の
行
事
に
打
ち
込
む
人
々

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
日
野
市
の

風
景
を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
月
18
日
図
S
2
8
日
画
／
市
役
所
1

階
市
民
ホ
ー
ル

／
日
野
市
観
光
協
会

（
市
役
所
内
）

■文
化
の
ま
ち
づ
く
り
「
ア
ー
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

ア
ー
ト
の
楽
し
さ
や
魅
力
を
伝
え
て

い
く
ア
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す

る
講
座
で
す
。
ア
ー
ト
と
社
会
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
し
て
い
く

た
め
に
「
伝
え
・
広
げ
・
残
す
」
活
動

を
、
専
門
家
を
招
い
て
考
え
ま
す
。

3
月
1
日
S
2
9
日
の
毎
週
土
曜
日
午

後
6
時
30
分
S
8時
30
分
／
中
央
公
民

館
／
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
実
際
、

ア
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
味
げ
／
30

人
／
中
央
公
民
館
（
『
5
8
1
．
7
5
8
0
)

へ
申
込

〇

■伸
び
ゆ
く
日
野
市
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
を
展
示

／
①
＼
⑤
は
午
前
9
時
8
正
午
、
⑥
⑦

⑨
は
午
後
1
時
S
4
時
、
⑧
は
午
前
1
0

時
S
正
午
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

／
各
7
千
円
／
2
月
2
7
日
困
（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
希
望
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
0
0
1
1
日
野
本
町
2
の
4
の
7

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

P
C
教
室
係

(
〖5
8
9
.
1
2
4
8
)
へ
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「新選組まちおこし室」を設置しました

日野市は新選組副長の土方歳三や副長助勤

の井上源三郎らの出身地であり、新選組に関

わる多くの史跡や資料が残されています。

これまでも市内各団体の協力で、新選組ま

つりやふるさと博物館でめ展示等を開催して

きました。

また、平成16年の大河ドラマに新選組が取

り上げられることになり、日野市にも全国か

らの関心が寄せられると予想されます。

そこで、これを機会に歴史的・文化的な面

のみで扱われていた新選組を、産業をはじめ

市全体の活性化につなげていけるよう、「新

選組まちおこし室」を市の組織（企画部）に

新たに設置しました。

今後は史跡や資料の整備をはじめ、市内観

光の振興など新選組に関連した様々な企画を

していく予定です。

t>問合せ先＝企画部新選組まちおこし室

ドは 5月118(8)

※＿ご`
▽
費
用
1
1
3

写
真
、
記
念
品
代
昇
）

※
衣
装
等
一
式
持
参
で
参
加
希
望
の
方
は

2
千

500
円

▽
応
募
方
法

1
1
3
月
15
日
出
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
封
書

で
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
身
長
、

5
月
10
日
出
に
行
わ
れ
る
隊
士
コ
ン
テ
ス
ト
ヘ
の
参
加
の

可
否
を
記
入
し
た
申
込
書
を
作
成
し
、
顔
写
真

(
4和、／
X

4
在
）
と
返
信
用
ハ
ガ
キ
（
住
所
、
氏
名
を
記
入
）
を
同

封
し
、
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
日
野
市
役
所
産
業
振
興
課
内
ひ

の
新
選
組
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
へ

※
衣
装
等
一
式
持
参
の
場
合
は
そ
の
旨
を
明
記
。
記
入
不

備
が
あ
る
場
合
、
参
加
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
を
。
結
果
は

4
月
中
旬
ま
で
に
発
送
予
定

▽
問
合
せ
先
11
産
業
振
興
課
内
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局

数
の
場
合
は
抽
選
）

の
方
は
別
枠

け
、
保
険
、
昼
食
、

,5. {
7
 

^ ≪ 

ご
利
用
く
だ
さ
い
士
曜
窓
口

市
役
所
・
七
生
支
所
・
豊
田
駅
連
絡
所
で
土
曜
日
に
、
住
民
票
•
印
鑑
登

録
証
明
書
・
税
証
明
書
等
が
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
・
七
生
支
所

で
は
印
鑑
登
録
及
び
税
の
収
納
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。
（
市
民
課
）

（

し

、

4‘ 

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
4
期）

▲「百草道之記並高幡不動尊詣」
（自籠稿本 国立国会医書館所蔵）

〈
ふ
る
さ
と
人
物
誌
25〉

「
百
草
道
之
記
並
高
幡
不
動
尊

詣
」
の
著
者

、
ら

お

嘉
陵

も村
尾

江
戸
時
代
の
中
期
以
降
、
江
戸
の
人

々
の
間
に
、
近
郊
遊
覧
の
風
潮
が
盛
ん

に
な
る
と
、
名
所
・
旧
跡
を
訪
ね
て
日

野
地
域
を
訪
れ
る
人
々
も
多
く
な
り
、

な
か
に
は
そ
の
記
録
を
残
し
た
人
も
あ

お

お

た

な

ん

ぼ

た

つ

よ

し

っ
た
。
大
田
南
畝
や
竹
村
立
義
に
つ
い

て
は
既
に
こ
の
欄
で
紹
介
し
た
が
、
今

回
と
り
あ
げ
る
村
尾
嘉
陵
も
ま
た
そ
の

よ
う
な
遊
客
の
一
人
で
あ
る
。

百
草
村
松
連
寺
（
百
草
園
）
の
山
か

ら
の
眺
め
は
「
江
戸
の
近
郊
に
双
ふ
べ

き
も
の
な
し
」
と
の
評
判
を
聞
い
て
、

い
な
ば
の
り
よ
し

彼
が
友
人
の
稲
葉
矩
美
を
誘
い
、
探
勝

の
た
め
麹
町
三
番
町
（
千
代
田
区
九
段

南
）
の
家
を
出
た
の
は
、
天
保
4
年
(
1

8
3
3
)
1
0
月
の
あ
る
日
の
朝
ま
だ
暗

い
う
ち
で
あ
っ
た
。
内
籐
新
宿
（
新
宿
）

を
へ
て
甲
州
道
中
を
の
ぽ
り
、
深
大
寺

・
府
中
大
国
魂
神
社
な
ど
に
立
ち
寄

り、

一
ノ
宮
の
渡
し
で
多
摩
川
を
渡
っ

た
の
は
も
う
午
後
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か

ら
松
連
寺
に
向
か
う
途
中
、
彼
は
山
柿

を
買
っ
て
食
べ
た
と
あ
る
。

松
連
寺
で
は
、
山
上
の
展
望
の
説
明

が
や
や
誇
大
で
、
実
際
に
は
見
え
も
し

な
い
所
ま
で
見
え
る
よ
う
に
記
し
て
あ

こ
こ

る
の
は
「
妥
の
勝
景
に
ほ
こ
ら
ん
が
為

に
見
え
ぬ
海
山
を
か
ぞ
へ
立
て
、
見
ゆ

る
よ
し
を
唱
る
に
や
」
と
か
、
山
に
登

る
途
中
、
道
の
左
右
に
幾
つ
も
塗
池
を

つ
く
り
庭
園
め
か
し
て
あ
る
の
は
「
自

然
姿
を
失
ふ
」
も
の
だ
と
批
評
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
こ
の
種
の
文
章
に
は
珍
し

い
。
続
い
て
高
幡
不
動
に
詣
で
、

一
泊

し
て
寺
僧
と
歓
談
し
た
記
事
が
あ
る
。

当
時
の
高
幡
不
動
に
つ
い
て
書
か
れ
た

紀
行
文
は
少
な
く
、

貴
重
で
あ
る
。

著
者
は
村
尾
正
靖
、
通
称
源
右
衛

門
、
嘉
陵
は
そ
の
号
で
あ
る
。
彼
は
江

戸
で
徳
川
一
＝
卿
の
一
家
清
水
家
に
仕

え
、
文
化
1
5
年
(
1
8
1
8
)
御
広
敷

用
人
（
奥
向
き
の
御
用
を
務
め
る
人
）

と
な
っ
た
。
こ
の
文
を
書
い
た
天
保
4

年
に
は
7
4
歳
の
高
齢
で
あ
っ
た
。
同
1
2

年
5
月
没
。
82歳
。
彼
の
書
い
た
紀
行

文
や
詩
歌
は
「
江
戸
叢
書
」
巻

1
に

「
嘉
陵
紀
行
」
と
題
し
て
所
収
。
ま
た
、

「江
戸
近
郊
道
し
る
べ
j

(
東
洋

文
庫
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
百
草
・
高
幡
紀
行
は

「日

野
市
史
史
料
集
j

続
地
誌
編
に

も
収
載
し
て
あ
る
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料

整
理
編
集
委
員
会
委
員
・
村
井

益
男
）

※
「
嘉
陵
紀
行
」
・
竹
村
立
義

「
百
草
松
連
寺
乃
記
」
を
、
4

月
6
日
⑲
ま
で
の
ふ
る
さ
と
博

物
館
企
画
展
「
日
野
と
お
江
戸
」

で
展
示
・
解
説
し
て
い
ま
す

麟
の
犀
史
と
民

OO匝


